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学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本研究では、ステレオ視方式三次元距離センサーにおいて、回路構成や検知アルゴリズムを工夫す
ることで高速距離検知とシングルチップLSI化の両立が可能であることを実証した。また、検知信号S
/Nの向上や高速出力、受光感度の広ダイナミックレンジ化、距離検知精度の向上など実用化する上で
の課題についても検討し、それぞれに対する解決策を考案して検証用センサ LーSIを実際に試作・評価
することでそれぞれの性能向上を実証した。つまり、本研究で提案された高性能化手法により、従来
より大幅な低コスト化・コンパクトサイズ化と高精度・高速検知を両立するステレオ視方式三次元距
離センサ LーSIが実現できることを示しており、加えて、三次元センサー実用化に向けた様々な課題を
解決している。この技術により高性能三次元センサーが廉価に製品化されれば、三次元センサーの活
用・普及が加速され、安全で快適な生活に大いに貢献できる。 
本論文について試験を行った結果、満足な回答が得られたので、試験に合格したものと認める。 
 以上により，論文調査及び最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査した結果，本
論文が，博士（情報工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
